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合志市議会だより合志市議会だより

（
農
政
課
）

問　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
作
成
検
討
会
委

員
の
予
定
者
は
、
ど
う
い
う
人
が
選
ば

れ
る
の
か
。

答　

予
定
と
し
て
女
性
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、

農
業
委
員
、認
定
農
家
の
方
、農
業
法
人

等
と
な
っ
て
い
る
。国
よ
り
3
割
以
上

は
女
性
の
委
員
を
、
と
い
う
指
導
が
来

て
お
り
、そ
れ
を
守
っ
て
い
き
た
い
。

（
都
市
計
画
課
）

問　

都
市
計
画
基
礎
調
査
は
ど
の
エ
リ

ア
を
行
う
の
か
。

答　

基
礎
調
査
は
、
お
お
む
ね
５
年
を

目
途
に
行
い
、
市
内
全
域
を
対
象
に
す

る
。

問　

こ
の
調
査
結
果
に
よ
り
規
制
緩
和

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

答　

こ
の
調
査
が
、
直
接
規
制
緩
和
に

つ
な
が
る
も
の
で
は
な
く
、
都
市
計
画

や
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
見
直
す
際
の
資

料
と
し
て
現
状
把
握
す
る
も
の
で
あ
る
。

問　

下
水
道
事
業
費
の
事
業
計
画
変
更

認
可
申
請
書
作
成
業
務
委
託
の
内
容
は
。

答　

大
雨
時
に
、
西
合
志
庁
舎
方
面
か

ら
大
池
方
面
に
流
れ
る
道
路
冠
水
対
策

と
し
て
、
側
溝
を
大
き
く
す
る
計
画
で

は
難
し
い
の
で
、
調
整
池
の
設
置
を
考

え
て
い
る
。そ
の
申
請
書
作
成
の
委
託

で
あ
る
。

問　

建
設
改
良
費
の
補
償
費
１
5
0
万

の
内
容
は
。

答　

竹
迫
第
一
配
水
池
改
良
の
た
め
に
、

既
存
電
柱
の
移
動
が
発
生
し
、
そ
の
電

柱
移
転
の
た
め
の
補
償
費
で
あ
る
。

総務常任委員会
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住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る

条
例
に
つ
い
て

平
成
24
年
度
合
志
市
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

合志南小西側調整池工事現場

竹迫第１配水池改良工事現場

熊本高専校舎

平
成
24
年
度
合
志
市
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

平
成
24
年
度
合
志
市
下
水
道
特
別

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

平
成
24
年
度
合
志
市
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

健康福祉常任委員会
文教常任委員会

平
成
24
年
度
合
志
市
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

男の料理講座

ささえ愛ネットワーク・徘徊模擬訓練

平
成
24
年
度
合
志
市
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

（
福
祉
課
）

問　
『
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
計

画
策
定
事
業
』に
つ
い
て
、救
済
計
画
等
、

実
効
性
を
上
げ
る
計
画
は
考
え
ら
れ
て

い
る
の
か
。

答　

計
画
の
中
の
個
別
計
画
、
援
助
が

必
要
な
人
が
ど
う
い
う
状
況
に
い
て
、

そ
れ
を
助
け
て
い
た
だ
け
る
方
が
い
る

な
ら
誰
か
、総
合
的
に
登
録
し
て
、台
帳

の
更
新
を
行
っ
て
い
る
。一
番
の
問
題

は
、
孤
立
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
方
を

助
け
る
支
援
者
が
存
在
す
る
か
ど
う
か

で
、
大
震
災
が
発
生
し
た
時
に
実
際
に

そ
こ
に
行
け
る
の
か
も
問
題
で
あ
り
、

情
報
を
ど
う
伝
達
す
る
か
も
、
ま
だ
ま

だ
未
知
数
で
あ
る
。総
合
的
に
支
援
す

る
た
め
に
は
、
地
域
が
意
識
を
持
つ
こ

と
、地
区
防
災
の
在
り
方
、よ
り
優
先
度

の
高
い
方
の
把
握
す
る
こ
と
と
、
ひ
い

て
は
そ
の
先
に
あ
る
支
援
体
制
の
再
構

築
を
行
い
、
防
災
訓
練
は
年
１
回
し
か

な
い
が
、
社
協
な
ど
が
巡
回
し
て
い
る

中
で
出
来
る
限
り
即
応
性
の
あ
る
計
画

に
し
て
い
こ
う
と
努
力
し
て
い
る
。し

か
し
、
ま
だ
確
固
た
る
も
の
を
確
立
し

て
い
な
い
の
で
発
信
し
な
が
ら
修
正
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

（
子
育
て
支
援
課
）

意
見　

昨
年
11
月
に
児
童
虐
待
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
是
非
、

今
年
は
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
講
演
会

を
委
員
会
に
も
呼
び
掛
け
て
ほ
し
い
。

協
力
し
て
い
き
た
い
。

（
健
康
づ
く
り
推
進
課
）

問　

働
く
世
代
の
大
腸
が
ん
検
診

（
40
・
45
・
50
・
55
・
60
歳
）は
5
年
間

行
う
と
言
っ
た
が
、
単
年
度
事
業
で
は

な
い
の
か
。

答　

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
も
最
初
は

単
年
度
だ
っ
た
が
、
5
年
間
継
続
し
て

い
る
。大
腸
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
30

歳
以
上
の
人
を
対
象
に
し
て
い
る
が
、

働
く
世
代
に
つ
い
て
は
女
性
特
有
の
が

ん
検
診
と
同
様
に
、
対
象
年
齢
の
間
に

あ
る
方
が
１
度
は
受
け
れ
る
よ
う
に
５

年
間
は
行
う
。

（
総
務
課
）

問　

外
国
籍
を
持
っ
て
い
る
合
志
市
民

の
具
体
的
変
化
は
。

答　

日
本
人
と
同
様
の
住
民
票
が
作
成

さ
れ
、利
便
性
が
向
上
す
る
。

（
財
政
課
）

問　

財
政
調
整
基
金
の
繰
り
入
れ
後
の

残
高
は
。

答　

今
回
の
補
正
後
の
残
高
は
、
22
億

4
千
2
2
7
万
3
千
円
と
な
る
。

（
ま
ち
づ
く
り
戦
略
室
）

問　

響
創
塾
運
営
委
託
に
つ
い
て
具
体

的
に
説
明
を
。

答　

事
業
の
推
進
母
体
と
な
る
協
議
会

が
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
熊
本
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

グ
ラ
ン
ド
12
、さ
ら
に
、熊
本
を
Ｉ
Ｔ
事

業
に
よ
る
地
域
貢
献
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
る
コ
ン
テ
ン
ツ
企
業
な
ど
で
組

織
さ
れ
て
い
る
。ア
ニ
メ
・
マ
ン
ガ
を

生
か
し
た
地
域
活
性
化
事
業
は
二
つ
の

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作

を
目
的
と
し
た
ク
リ
エ
イ
タ
ー
育
成
事

業
の
響
創
塾
運
営
と
マ
ン
ガ
蔵
書
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
整
備
。今
回
は
熊
本
高
等

専
門
学
校
の
全
面
協
力
の
も
と
、
同
校

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
学
習
セ
ン
タ
ー
を
利
用

し
合
志
市
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
部
分
を
生

か
し
て
「
熊
本
こ
う
し
響
創
塾
」
と
し
、

高
専
の
学
生
20
名
、社
会
人
20
名
、計
40

名
で
年
6
回
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

マ
ン
ガ
蔵
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
整
備
は
、

キ
ラ
ラ
文
庫
よ
り
預
か
り
、
市
保
管
の

マ
ン
ガ
20
万
冊
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構

築
を
図
る
。運
営
委
託
先
は
、「
こ
う
し

バ
ー
チ
ャ
ル
市
役
所
ア
ニ
メ
・
マ
ン
ガ

コ
ン
テ
ン
ツ
課
」
に
委
託
実
施
予
定
で

あ
る
。

（
商
工
振
興
課
）

問　

蓬
原
第
二
工
業
団
地
の
状
況
は
。

答　

今
回
の
補
正
の
承
認
を
頂
い
た
ら
、

早
急
に
入
札
を
行
い
地
区
計
画
等
も
あ

る
の
で
、
25
年
度
末
に
は
分
譲
で
き
る

よ
う
に
と
考
え
て
い
る
。ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
も
近
く
で
き
る
の
で
、製
造
、流

通
部
門
等
に
も
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

き
た
い
。

（
学
校
教
育
課
）

問　

理
科
支
援
員
配
置
事
業
に
つ
い
て
。

答　

理
科
の
指
導
実
績
を
持
つ
退
職
教

職
員
の
人
材
を
活
用
し
て
、小
学
校
5
・

6
年
生
の
理
科
教
育
の
充
実
を
図
る
。

問　

子
ど
も
た
ち
の
自
立
支
援
事
業
に

つ
い
て
。

答　

不
登
校
な
ど
へ
の
積
極
的
な
予
防
、

解
消
を
図
る
た
め
、
体
験
活
動
や
訓
練

な
ど
を
行
う
事
業
で
あ
る
。

（
生
涯
学
習
課
）

問　

会
場
借
上
料
の
水
中
運
動
教
室
で

ユ
ー
パ
レ
ス
弁
天
の
プ
ー
ル
を
使
う
目

的
に
つ
い
て
。

答　

水
中
で
運
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、

膝
や
腰
の
負
担
の
負
荷
が
軽
減
で
き
、

全
身
運
動
に
な
る
た
め
市
民
の
健
康
づ

く
り
に
役
に
立
つ
。

問　

生
涯
学
習
主
催
講
座
受
講
料
の
見

直
し
に
つ
い
て
。

答　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
市
民
の

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
講
座
の
追
加
も
視
野

に
入
れ
た
費
用
対
効
果
、
受
益
者
負
担

の
原
則
を
考
慮
し
、受
講
料
を
2
0
0
0

円
に
増
額
す
る
。

（
反
対
討
論
）

　

受
講
料
を
増
額
す
る
こ
と
に
反
対
す

る
理
由
と
し
て
、今
、集
中
改
革
プ
ラ
ン

構
造
改
革
の
中
で
、
受
益
者
負
担
を
求

め
る
の
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
自
治

体
の
役
割
と
い
う
点
か
ら
認
め
ら
れ
な

い
。

　

低
い
受
講
料
で
、
気
軽
に
利
用
で
き

る
の
が
重
要
だ
と
い
う
点
で
反
対
で
あ

る
。

（
賛
成
討
論
）

　

生
涯
学
習
講
座
は
、
市
民
の
方
が
自

分
で
希
望
さ
れ
、
自
主
的
に
受
講
さ
れ

て
い
る
。今
ま
で
は
必
要
経
費
の
2
割

が
受
講
者
の
負
担
で
し
た
が
、
8
割
は

公
費
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
。

　

受
講
さ
れ
る
方
は
、
自
分
の
学
習
意

欲
を
高
め
る
た
め
の
経
費
と
し
て
納
得

し
て
受
講
さ
れ
て
い
る
。今
回
の
受
講

料
の
見
直
し
に
つ
い
て
ク
レ
ー
ム
は
な

く
、
楽
し
く
受
講
さ
れ
て
い
る
と
の
説

明
も
あ
り
、
適
正
な
措
置
で
あ
り
賛
成

で
あ
る
。
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